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コミュニティ活動などに5,500千円補助
令和2年度決算（見込）

令和2年度まちづくり事業の実施状況は、下表のとおりで

す。２年度は新型コロナウイルス感染防止のため交流事業な

ど各種イベントが相次いで中止となったことで、執行率も予

算額に対し5割を切りました。

事業費の6割を占める住民自治活動促進事業（コミュニ

ティ活動）補助金は3,485千円。地域活力創造事業のうち、

福祉のむらづくり事業など生活の安心安全確保事業には1,1

32千円。その他景観保全事業など各種団体が実施する事業

に907千円と、団体等への補助金総額は5,524千円。協議会

運営費（委員報酬、事務費等）は362千円でした。

決算及び３年度予算などは、来月開催予定のまちづくり

協議会において報告・審議されることになります。

令和２年度事業実施状況（令和３年３月末現在）
（単位：千円）

事 業 名 予算額 決算見込額

１，住民自治活動促進事業 4,021 3,485

２，地域活力創造事業

①産業振興関係 150 0

②生活の安心・安全確保 1,377 1,132

③地域活性化対策 4,450 270

④交流、移住、定住 100 0

⑤地域の歴史と文化 350 260

⑥自然・景観保全 500 377

⑦人材育成 350 0

⑧その他事業 200 0

⑨協議会運営事業 802 362

地域活力合計 8,279 2,401

総 計 12,300 5,886
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高梁ふるさとづくり
功労賞受賞

魅力あふれる郷土づくりに取
り組む個人、団体をたたえる市
の「高梁ふるさとづくり功労賞」
の表彰式が3月30日、市役所で
行われ、備中太鼓（代表：大塚
幸裕さん）が受賞されました。
備中太鼓は、伝統文化の発展

と青少年の健全育成などに寄与
することを目的として平成9年
に結成。20年以上にわたり地域
の文化祭や各種イベントに多数
出演するなど活動されていま
す。代表の大塚さんは「会員の
確保が大変ですが、これを機
に引き続き頑張っていきたい」
と話されました。受賞おめで
とうございました。

▲町内のイベントで演奏する備中太鼓（令和元年11月10日撮影）

▲表彰状を手にする代表の大

塚さん（3月30日、市役所）
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４月８日、令和３年度高梁市立富家小学校の入学式が行われ、１年生５名が元気に入学しました。
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